
在学応援資金の概要について 

１ 貸付目的 

修学する意志があるにもかかわらず、経済的理由により修学等が困難な者に対し、

奨学金を貸し付け、奨学生の健やかな成長と社会的自立を図る。

２ 貸付対象および申込み要件 

（１）修学のための費用

就学支援金等給付される資金を充ててもなお支払いに困難する授業料等、在学に必

須の費用

例：授業料、教材費、修学旅行費等

（２）修学に付随する費用

就学支援金等給付される資金を充ててもなお支払いに困難する授業料等のうち、在

学に必須ではないが目標の実現のために必要な費用。

例：選択授業にかかる費用、夏期講習費、部活動費等

（３）申込み要件

品川区に住民登録があり、次のすべてに該当する者。

①高等学校（中等教育学校の後期課程を含む。）、高等専門学校または専修学校（高

等課程に限る。）に在学していること。

②経済的理由により修学することおよび修学に付随する活動を行うことが困難であ

ること。

③貸付を受けるにふさわしい目標と意欲を備えていること。

④高等学校等における課程を修学する学力を有していること。

３ 申込み期間 

第１回 ６月１日（金）から６月２９日（金） 

（５月１１日号広報しながわ掲載予定） 

第２回 １０月１日（月）から１０月３１日（水） 

（９月１１日号広報しながわ掲載予定） 

ただし、家計急変（主たる生計維持者の死亡等）を理由とした申請は随時受け付ける。 

４ 貸付予定額 

在学期間中最大６０万円

１年あたり３０万円を上限に、必要額の範囲を貸付

平 成 ３ ０ 年 ４ 月 １ ６ 日

文 教 委 員 会 資 料

子ども未来部子ども家庭支援課



５ 審査基準 

申請理由、目標と意欲、家族・家庭の状況、過去の実績、作文、面接

６ 返還免除について 

（１）目的

高校生が将来の夢を描き目標にチャレンジし、モチベーションの維持を図る。ま

た充実した生活を送れるよう支援する。

（２）申請時期

高等学校等卒業年の２月に申請の案内を郵送

必要書類を揃え３月中に申請

（３）主な審査項目

申請時に設定した目標への取り組み実績、高等学校等在学中の活動実績、面接に

よる人物、地域活動等の聞き取りによる総合評価

７ 周知 

媒  体 内  容 周 知 先 

在学応援資金ちらし、 

募集要項 

在学応援資金の概要、募集要

項 

区内および近隣高校に配布

（生徒用・学校用） 

奨学金パンフレット 高校進学資金（給付型・貸付

型）、区奨学金（在学応援資

金・入学準備金）の紹介 

７～９年生に配布 

奨学金ちらし、募集要項 区奨学金（在学応援資金・入

学準備金）の概要、募集要項

募集時期（６月、１０月）

に合わせ９年生に配布（生

徒用・学校用） 

※ その他、ホームページ（区奨学金の概要）、広報しながわ（区奨学金の概要および

募集内容）で周知。 


